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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14年 11月 19日に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

記

１．15年  3月期通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年 11月 19日 発表） 75,500 1,200 △ 1,390

今回修正予想(Ｂ) 77,400 850 △ 2,600

増減額(Ｂ－Ａ) 1,900 △ 350 △ 1,210

増減率 2.5 △ 29.2 △ 187.1

前期（平成14年  3月期）実績 66,133 1,320 △ 5,633

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）　△220円　55銭

２．15年  3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年 11月 19日 発表） 100,000 1,050 △ 1,850

今回修正予想(Ｂ) 100,000 500 △ 3,250

増減額(Ｂ－Ａ) 0 △ 550 △ 1,400

増減率 0.0 △ 52.4 △ 175.7

前期（平成14年  3月期）実績 90,392 1,036 △ 6,802

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）　△275円　68銭

３．通期業績修正の理由

 ① 単独
　売上は、デジタルカメラのキーデバイスとして使用されるCCD（電荷結合素子）等の需要
増により前回公表値を1,900百万円上回る見込ですが、経常利益については、DRAMおよび携
帯電話向け電子部品の在庫圧縮や低価法による評価減を進めたことに加え、円高の進行に
よる為替差損等の計上により、前回公表値を350百万円下回る見込です。当期利益について
は、上記に加え、前期までに計上していた貸倒引当金の戻入を見込んでいたものの回収が
進まなかったことにより、02/9期並みの△2,600百万円に留まる見込です。



 ② 連結
　経常利益については、前回公表値を550百万円下回る見込です。その内訳は、単独で
△350百万円（上記参照）、子会社で△200百万円です。
　子会社の減少要因は、海外子会社および技術を担当する子会社のバイテックシステムエ
ンジニアリングが好調に推移したものの、生産子会社のGMACグループおよびフィリップス
製品を扱う半導体商社のインフォニクスグループが不振であったためです。
　当期利益については、公表値を△1,400百万円下回る見込です。その内訳は、単独で
△1,210百万円、子会社で△190百万円です。
　子会社の減少要因は、上記経常利益の減少要因と同様です。
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